
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。
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・SDGｓについての取組を掲示させていただきました。生徒の皆さんが真
剣に学んでいる様子が分かりました。児童館に来ている子どもに伝えて
もらう機会があればうれしいと思いました。
・時代に合った機器を取り入れ闊達に意見交換することで生徒たちに情
報が増えることは学力以外にも社会生活を送る上で有効だと思います。
また、インターネットからの情報は生徒たちに有害なものもあると考えら
れるので、注意を喚起したい。
・SDGｓの取組が自らの行動に発揮されてきている。生徒の視野を広げ
るため、今後もESDを推進していって欲しいです。
・「新聞やテレビのニュース」以外のネットニュースまで入るともう少し上
がるかもしれないと思った。ただ、ネットニュースはフェイクも多いため、
正しいインターネットの使い方を含めて、扱い方も学習し、フェイクの見抜
き方も覚えてくれると良いと感じた。
生徒生活アンケート⑫の失敗を恐れてしまう一定の生徒は、失敗をする
必要が無い人もいると思う。また、親の方で対応してくれると考える人も
いるだろうから、２と１を選んだ生徒を上にあげていくのは大変だと思うの
で、時間をかけて焦らずに生徒と向き合うしかないと感じた。
・さまざまな行事に積極的に取り組む姿勢に感心します。この気持ちを忘
れず成長してほしいです。
・自己評価は適切であると思います。
・想像力、解決力、活用能力いずれも社会生活を営む上で不可欠なもの
です。主体的に考え、同時に他者との協働作業を行っていく。難しい作業
だが、積極的に取り組んでほしい。
・ほぼ全ての項目で昨年度より成果評価が上昇していて、取組に対する
成果を感じました。

②学校内外での様々な体験活
動や自己評価する習慣づくり
を推進し、自ら考え判断する力
や、他者と協働していく力の育
成を図っている。
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③情報技術を適切に活用した
授業の実施を通して、情報活
用能力の育成を図っている。

3

２：
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上
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％
未
満

学校関係者記入欄
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標
１
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造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

社会の様々
な課題を自
分事として捉
え、主体的に
考え、他者と
協働し、問題
解決していく
意欲や、予測
困難な未来
社会を切り拓
いていくため
に重要な創
造力や課題
解決力、情報
活用能力を
育成します。

①STEAM教育等の教科等横
断的な学びや科学教育を推進
し、課題解決力や新たな価値
を創造する力の育成を図って
いる。

3

生徒学校評価
（16）

生徒生活アン
ケート

（10～12）
保護者学校評価

（16）
の肯定的評価の

平均

４：
90
％
以
上

4

全ての授業でＩＣＴを
活用し、話し合い活
動を取り入れた授業
を行ったことで、主体
的・対話的で深い学
びを実践することがで
きた。
生徒生活アンケート
では「新聞やテレビの
ニュースなどに関心
がある」と答えた生徒
は８４．２％と前年度
から約５ポイント上昇
した。また「難しいこと
でも失敗をおそれな
いで挑戦している」は
８６．７％と前年度か
ら約１ポイント上昇し
ている。
成果評価についても
９０％を超える数値を
得ることができた。

Ａ

令和６年度　大田区立大森第六中学校　自己評価　報告書

　本校は昭和22年に開校し、私鉄の4駅に囲まれた交通至便な住宅街にあり、現在は１２学級、全校生徒373名の中学校である。敷地は風致地区内にあり、自然に溢れ、4月には校庭も一
面桜の花で覆われる。平成31年度にオープンした勝海舟記念館とともに、隣接して区民の憩いの場である周囲を15分ほどで歩ける風光明媚な洗足池がある。生徒たちは毎週清掃活動
や、この池にホタルを自生させる活動に取り組み、毎年その風情が地域の方から喜ばれている。また、落ち葉を集めて作ったミミズコンポスト、夏の陽射しをさえぎるゴーヤのグリーンカー
テン、さらに近隣の大岡山駅の駅前花壇メンテナンス等も行っている。教育目標は○気品のある生徒の育成　○実力のある生徒の育成　○健康の優れた生徒の育成の３つを揚げている。
教育活動は、２０１１年にユネスコスクールに加盟し､地域を「屋根のない学校」として捉え、地域の人としてをモットーに地域の中で､地域の人々と共に､地域のために、環境を保全する環境
教育や､災害に立ち向かう場所としての防災教育を中心に､国際理解・交流教育、地域連携教育、人権・人命尊重・平和教育を行い、生徒の自己有用感、自己肯定感を育んでいる。自分の
育った地域に愛着を持ち､郷土愛を育み、将来の日本、世界の様々な課題を考え解決して､心豊かに生きていく基盤となる教育実践を行うことで、SDGsを到達目標としながら、20年・30年
後の持続可能な社会の担い手を育てる持続発展教育（ＥＳＤ）を推進している。

大項目 方向性 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策
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評価 人数 コメント

学校関係者記入欄
大項目 方向性 取組内容 取組指標

取組
評価

目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

・児童館の事業にもご協力いただき心から感謝いたします。
・ＴＰＯに合わせた身だしなみは社会生活を送る上で非常に大切である。
今後も意識をもった生徒が増えていくことに期待しています。先生の創意
工夫も大変なものだと思いますが、引き続き継続をお願いできればと思
います。
・体力の向上を願う。
・校内のルール作りを生徒が主体的に行い、とても良い取組だと思いま
す。
・日々のご指導に感謝申し上げます。学校の中での生徒の姿は素晴らし
いと思われますが、街中で下校時に横に広がっている姿や、大声で叫ぶ
姿などを見たことがあり、注意したことがあります。このあたりは家庭での
躾も影響するので、ご家庭でも話していただけるようになるとよいと感じ
た。
・小さなことの積み重ねが個性と能力を発揮する基礎になると感じます。
挨拶や朝食をとるなど、最低限のことができていることに安心した。
・自己評価は適切であると思います。
・義務教育期間での基礎的学力・体力の向上はそれ以降の人生に大い
に影響を与える重要な点です。
・全体を通して前年より高めの評価となっていて良いと思います。生徒生
活アンケート項目１３の「自分にはよいところがある」の評価を「１」にした
生徒が１２人いることが少し気になりました。

②学習習熟度に応じた指導や
個に応じた学習支援、各種検
定の実施を通して、すべての
こどもに確かな学力の育成を
図っている。

4

3

4

生徒生活アンケート
では「私はルールや
決まりを理解し、守っ
ている」や「私の生活
(服装や態度)はきち
んとしている」の項目
では、それぞれ前年
度に比べ、５ポイント
以上数値が上昇して
おり、生徒の規範意
識がより高まってい
る。また、「学校の授
業(体育)での取り組
みで基礎体力が向上
した」の項目では、９
２．８％と前年度から
約２０ポイント以上上
昇した。教員が体育
の授業内容を工夫改
善したことや体力テス
トを適切に実施し、そ
の結果を効果的に活
用した成果であると
考える。今後も体育
の授業に関して研究
を重ね、工夫・改善を
図っていきたい。
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以
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児童・生徒が
豊かな人生
を生きていく
上で基礎とな
る力として、
豊かな心や
確かな学力、
健やかな体
を育成しま
す。また、乳
幼児期から
中学校まで
の一貫性の
ある教育を推
進します。

①道徳科を中心とした各教科
等での学習などを通じて継続
的に道徳教育を実施し、豊か
な情操や道徳心の育成を図っ
ている。

3

生徒学校評価
（7～11,23,25）
生徒生活アン

ケート
（1～4,13,15,18）
保護者学校評価

（7～9）
生徒授業自己評

価
の肯定的評価の

平均

③体育や保健体育の授業など
様々な機会を通して、健康教
育や食育を推進し、基本的な
生活習慣の確立を図ってい
る。

4

④乳幼児期から中学校まで円
滑な接続を行うため、保幼小
の連携や小中一貫の視点に
立った教育を行っている。

Ｄ 0

3

英検対策のための青
竹クラブは今年度毎
月１回、水曜日放課
後に実施する形式に
変更して実施した。な
お、その成果として３
年生の７０％以上が
英検３級以上取得す
ることができた。
地域の方に見守られ
ながら、様々なボラン
ティア活動に参加す
ることができた。生徒
生活アンケートでは
「私は、地域行事やボ
ランティアに積極的に
参加している」、「私
は生徒会活動や委員
会活動、係の仕事な
どに積極的に取り組
んでいる」では前年度
に比べそれぞれ約５
ポイント以上上昇して
いる。成果評価は８
９．６％とあと０．４ポ
イントで「４」となるとこ
ろであった。今後も地
域の方々に協力を仰
ぎ、地域に貢献できる
生徒の育成を図って
いきたい。

Ａ 7

・小学生の頃から児童館に通っている生徒さんにイベントの際、声かけ
するとこころよく手伝ってくれます。年下の子どもに優しい生徒さんばかり
で助かります。
・英検の取得に向けた取組は結果も含めて素晴らしいと思います。ボラ
ンティア活動については場の提供も引き続きお願いしていきたいです。
・点数社会ではなく実践での成果を高めたい。
・英検対策講座が成果を生み、今後も期待しています。
・大森東小学校の研究発表を見てALTの先生とOGC(外国人)が複数いら
して、この状況になって取組内容①がもう少し向上するのではないかと
感じた。
先生方の働き方改革と地域の交流は進め方によっては相反すると感じ
る。保護者学校評価⑰で２をつけた方にも実感できる内容がどのような
ことがあるか考えてみると、学年だよりだけではなく、学校だよりなどでの
広報活動も良いのではないかと思う。
・国際感覚の育成を図ることは大切ということを分かりつつも、自国の伝
統文化の興味関心をさらに大事にしてほしい。
・自己評価は概ね適切であると思いますが、①生徒学校評価、アンケー
ト、保護者学校評価の肯定的評価が前年度に比べて有意に高くなってい
ること②成果評価の小数点の数値を考慮しなければ９０％であること③
次年度以降に仮に成果評価の数字が低くなった際に、今後、今年度との
違いを比較するきっかけにすることもできると思いますので、今年度の成
果評価は明確に「４」としておくべきではないかと思いました。
・グローバル社会でを生き抜く力を付けることは、これからの将来に大切
なことです。
・英語での実践的なコミュニケーション能力を高めることに関しては成果
指標から評価することは出来ませんが、その他については成果評価も高
く、取組に対する成果が感じられました。

②我が国や郷土の伝統や文
化の学習、人権教育を推進
し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互
いに尊重し合う心の育成を
図っている。

4
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上
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％
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英語での実
践的なコミュ
ニケーション
能力を高める
とともに、我
が国や郷土
の伝統文化
に触れ、尊重
する心や、協
力していく態
度を育成しま
す。また、国
際社会・地域
社会に関心
をもち、持続
可能な社会
を形成してい
く態度を形成
します。

①外国語教育指導員の活用
などにより、英語に慣れ親しみ
ながら会話をする機会を増や
し、英語力やコミュニケーショ
ン能力の向上、豊かな国際感
覚の育成を図っている。

3

生徒学校評価
（18,19）

生徒生活アン
ケート（16,17,19）
保護者学校評価

（17）
の肯定的評価の

平均

４：
90
％
以
上

③現代社会における地球規模
の課題を自分事として捉え、そ
の解決に向けて考え、行動す
る力の育成を図っている。

4

２：
50
％
以
上
70
％
未
満

0

２：
50
％
以
上
70
％
未
満

１：
50
％
未
満

Ａ 11

Ｂ 1

Ｃ 0

Ｄ
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評価 人数 コメント

学校関係者記入欄
大項目 方向性 取組内容 取組指標

取組
評価

目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教
員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ね高まっている」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ね高まっている」と回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答
した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「組織的な対応ができた」と全
教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が
回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回
答した。

１：「組織的な対応ができた」と回
答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

Ｄ 0

4

生徒学校評価では
「学校の雰囲気は明
るく、みんな生き生き
と活動できている」、
「学校生活は楽し
い」、「学校はいじめ
や暴力行為のない学
校づくりに取り組んで
いる」の各項目では
前年度に比べ、それ
ぞれ５ポイント以上上
昇している。引き続
き、いじめや暴力行
為などを未然に防ぎ、
生徒全員が安心・安
全に生活できる学校
運営を心掛ける。
　また、スクールカウ
ンセラーやスクール
ソーシャルワーカーと
の連携をより深め、生
徒全員がそれぞれの
個性を発揮できる環
境をつくる。

Ａ 12

・学校にお邪魔した際、生徒の皆さんは必ず挨拶をしてくださいます。行
事では皆さんたち一人一人が楽しそうにいきいきとしている姿があり素晴
らしいと思います。
・楽しければ学校を休むことはないと思う。生徒に信頼されるという難題
に取組を強化してほしい。私自身としては難しい。
・いじめ防止は各学校重要項目で、教員・ケースワーカーさんの努力がう
かがえます。今後も頑張ってください。
・生徒一人一人の個性を伸ばし、教育環境が整えられていること、生徒
同士の仲良しは見ていて気持ちがよいもの！決して一人にしない！！
・生徒は先生方の前で見せる態度以外にも様々な姿をもっている。引き
続き、先生からのご指導や地域と協力し合って良い方向へこどもたちを
導いていただきたい。
・自己評価はで適切であると思います。
・個人個人にそれぞれ個性もあります。その点を適切にとらえた教育の
充実をますます発展させてほしい。
・全体として高い生徒評価となっていて、取組に対しての成果が感じられ
ます。ただ、生徒評価項目５の「学校はいじめや暴力行為のない学校づ
くりに取り組んでいる」に評価を「１」にしている生徒が５人いて、数字とし
て多くはないものの、そう思っている生徒にも目を向けられると良いと思
います。

②学校いじめ防止基本方針に
沿って、いじめの未然防止、早
期発見、早期対応等のための
組織的な対応を実施してい
る。
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Ｂ 0
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困難のある
児童・生徒一
人ひとりの状
況にあわせ
て教育環境
を整えるとと
もに、相談機
能の充実を
図ることで、
すべての児
童・生徒が自
分らしくいき
いきと生きる
ための学びを
支援します。

①インクルーシブ教育システ
ムの構築に向けて、教員の資
質・能力の向上や校内におけ
る支援体制の充実、特別支援
教室巡回指導教員との連携等
を行っている。

3

生徒学校評価
（3～5,15,21）
生徒生活アン

ケート
（14）

の肯定的評価の
平均

４：
90
％
以
上

③スクールカウンセラーやス
クールソーシャルワーカーとの
連携等、児童・生徒・保護者が
相談しやすい環境を整備し、
一人ひとりの能力や可能性を
最大限に伸ばすことを意図し
た指導や支援を行っている。

3

２：
50
％
以
上
70
％
未
満

Ｄ 0

4

生徒学校評価では
「大森第六中学校に
入学してよかったと思
う」と答えた生徒は９
７．０％と前年度から
約１０ポイント以上上
昇しており、多くの生
徒が六中へ入学した
ことに満足しているこ
とがうかがえる。ま
た、「授業は、わかり
やすく、ていねいであ
る」と回答した生徒は
９７．７％と前年度か
ら約８ポイント以上上
昇している。「先生
は、勉強についての
質問や疑問に丁寧に
対応している」では９
６．２％と前年度から
約３ポイント以上上昇
しており、教員の授業
における工夫や熱意
が生徒に伝わってい
る。
ただ、「学習(授業)が
楽しい」では８５．０％
と前年度から約６ポイ
ント下降している。授
業がわかった、楽しい
という気持ちを高める
ため、生徒授業アン
ケートを参考に、より
一層授業研究や研修
に取り組む必要があ

Ａ 12

・生徒さんの教員に対する評価が良いことで教員側指導の素晴らしさを
感じます。学校訪問時に生徒さんたちは必ず挨拶されることでも、先生た
ちの教育充実ができていることを感じます。
・教職員の方々の特色ある教育活動により、生徒の母校愛が生まれてく
るのだと思います。“感謝”
・先生方の負担が少しでも減るように取り組んで欲しいです。
・地域の特色を生かした教育活動とはどのようなことなのか、生徒が何を
感じたかを聞いてみたい。
授業の楽しさについては、ICTをうまく活用できないと取り残されるような
気にもなると思うが、原因が分かっているのであれば、少しずつ改善でき
ると思うので、先生方に期待させていただきます。
・研究・研修お疲れ様です。先生方も心にも余裕ができるよう祈っており
ます。
・先生方の授業は大変興味深く進められています。自分としても中学の
頃にこのように感じることができればまたかわった選択があったのでは。
質問をしてくれる生徒に対しては誰でも充実した対応をしてくれると思う。
・自己評価は適切であると思います。
・教員の働き方改革を含めて教育の環境を大いに改善することは生徒た
ちの教育を向上させるものだと思います。
・例年より学校評価が上昇し、取組の成果が出たと思いますが、学習が
楽しくなるような工夫が出来ると良いと思います。

②教職員がそれぞれの専門
性を生かしたり、地域の特色を
生かしたりして教育活動を行っ
ている。
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校内研究等
のOJTの充
実を通して、
教師の授業
力を向上させ
ます。また、
質の高い教
育を実現する
ため、学校の
組織的な運
営力を向上し
ます。あわせ
て、教師がや
りがいをもっ
て働くことが
できる魅力的
な環境づくり
を進めます。

①児童・生徒一人ひとりの可
能性を引き出す個別最適な学
びと協働的な学びの一体的な
充実の視点による授業改善を
行っている。

4

生徒学校評価
（1,2,6,12,14,17,22

）
生徒生活アン

ケート
（9）

保護者学校評価
（1,2,11,12,14,15,2

0）
生徒による授業

評価
の肯定的評価の

平均

４：
90
％
以
上

③教職員の業務適正化等に
取り組み、児童・生徒に教員
が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める
取組を行っている。

3

２：
50
％
以
上
70
％
未
満

3



評価 人数 コメント

学校関係者記入欄
大項目 方向性 取組内容 取組指標

取組
評価

目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

Ｄ 0

3

保護者学校評価では
「教科の成績評価の
方法について理解し
ている」では８５．２％
と前年度から約７ポイ
ント上昇、「学校の様
子を学校便りや学年
便りで保護者に詳しく
伝えている」では９０．
３％と約４ポイント上
昇している。保護者
会や学校説明会、学
校ホームページを通
じて説明を行った成
果であると考える。
また、「学校は地域の
力を子どもたちの教
育活動にいかしてい
ますか」では９２．９％
と約８ポイント上昇し
ている。地域行事へ
のボランティア参加や
大岡山花壇整備への
参加がこのような数
値にあらわれている
と考える。

Ａ 9

・学校の教職員の皆様、並びに運営協議会の皆様とは地域の様々な行
事等でお世話になっております。皆様が児童館のことを知ってくださり、
気にかけてくださっていることを感じ、感謝の気持ちでいっぱいです。あり
がとうございます。
・先生たちの仕事量の多さは理解しています。PTAさんと連携することが
難しい昨今、大変だと思いますが、引き続きの向上を期待しています。
・学校・家庭・地域の役割をしっかりとらえ、育成していくことが大切かと。
・コロナ禍にできなくなっていた地域活動も元に戻り、大変よかったです。
・成績評価の方法については地道に説明をしていかないと保護者からし
たら分かりづらい。HPは充実してきたと思う。対外的にお知らせしたい内
容については深い所に置かず、トップページにひとまず日時くらいは見ら
れるようにすると、相手もありがたいのではないかと感じた。(例：新入生
保護者説明会等)
地域から手伝ってほしいイベントがあった場合、お願いできるのか、それ
とも今やっているボランティアで目一杯なのかを知りたい。(すでに先生方
も生徒たちもたくさんボランティアをしているので申し訳なくも思う。)
・今の生徒たちはやることがありすぎて大変と感じる。そして先生方も同
じと感じる。地域でできることがあれば協働して取り組んでいきたい。
・自己評価は適切であると思います。
・確かに②と③の活動には足りない点があるかもしれない。
・「地域コミュニティの核として…」の取組評価は成果に表れていて良いと
思います。この項目の生徒生活アンケートの評価が少し低いですが、各
家庭で子どもとコミュニケーションが取れるようになると良いと思いまし
た。(思春期でなかなか難しいとおもいますが)
登下校の見守り活動等の児童・生徒の健全育成や安全指導にかかわる
取組を地域の協力により実施しているの取組評価が２と低めになってい
ますが、六中の生徒はあまり問題がなく、必要性が少ないのかとも思い
ました。

②登下校の見守り活動等の、
児童・生徒の健全育成や安全
指導に係る取組を地域の協力
により実施している。
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地域コミュニ
ティの核とし
ての学校づく
りや地域の
特色を生かし
た学校づくり
を進めるとと
もに、学校・
家庭・地域が
連携・協働し
て、地域社会
全体でこども
たちを育成し
ます。

①「地域コミュニティの核として
の学校づくり」を目指して地域
と学校が連携・協働した様々
な活動を実施している。

4

生徒生活アン
ケート
（5～8）

保護者学校評価
（6,10,13,19,22～

25）
の肯定的評価の

平均

４：
90
％
以
上

③家庭教育に関する情報の発
信やPTAなどと連携した講演
会・学習会、またはその双方を
実施している。

2

２：
50
％
以
上
70
％
未
満

Ｄ 0

3

生徒学校評価では
「教材や教え方を工
夫している先生が多
い」では９８．９％と前
年度に比べ約９ポイ
ント以上上昇し、「先
生は、相談事や悩み
事について適切に応
じてくれている」では９
２．４％と前年度に比
べ約４ポイント上昇し
ており、生徒に適切な
学習空間を提供する
ことはできている。た
だ、「学校の施設・設
備は十分整っている」
では８１．５％と肯定
的評価が前年度を約
１５ポイント上回った
もののの、依然として
低かったため、区にも
相談をしながら施設・
設備のより一層の充
実を図る。

Ａ 9

・施設の不足は防災用品でしょうか？引き続き不足分の解消に努力をよ
ろしくお願いいたします。
・さらなるICT活用を期待し、教育に生かしてください。
・保護者ボランティアによる年４回の清掃活動で手が届かない場所の美
化活動が行われており、素晴らしいと思います。
・ICTが入ってきたことにより、設備の課題が出てきているような気がす
る。WIFIがもう少し安定してくれたり、充電が早く無くならないような教材
があっても良い気がする。
また、建物は古くてもきれいに使う努力をすることで、きれいにできると思
う。逆に、新しい物にしたところで、汚く使えば汚いので、使う人の考え方
次第でもあると思う。
・新しい施設は恵まれたものも多いと思うが、使い方によりいくらでも変
化していくと考えています。気のおけない友を一人でも多くもってほしい。
・自己評価は適切であると思います。単なる感想ですが、生徒学校評価
２０では９０％を超える評価がされている一方で、保護者評価１８番では７
０％程度、１９番では８５％となっています。「子は学校に満足。保護者も
学校に満足。保護者の中には子どもの学校での様子が分からず不安を
覚えている方がいる」ということでしょうか。１８番と１９番に乖離がある理
由があまりよく分からないなと感じました。(進路相談や生活面の相談は
しっかりやってくれているが、その他の悩みに対して学校が聞いてくれな
いと感じている保護者がいるということですか？)
・成果評価は４でもいいと思う。
・学校での施設・設備に関しては低めの評価となったようですが、学校だ
けでは改善できないところだと思います思うので仕方がないのかと思い
ました。保護者の評価に比べ、生徒の評価がだいぶ高くなっていて、そ
の点はよかったと思います。

②避難訓練や安全指導日など
を通して、危険や災害に対す
る教育を関係機関と連携しな
がら進めている。
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学校施設に
ついて、ICT
環境等の教
育環境の整
備を推進する
とともに、児
童・生徒の安
全・安心を向
上させるため
の教育を推
進します。

①学校や地域の伝統・特色
や、安心・安全な学校生活づく
りを踏まえて、学習環境を整
備している。

4

生徒学校評価
（13,20,24）

保護者学校評価
（3～5,18,21）

の肯定的評価の
平均

４：
90
％
以
上

２：
50
％
以
上
70
％
未
満

4


